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1 例えば、京都大学高等教育研究開発推進センター 編（2012）『生成する大学教育学』ナカニシヤ出版。 
2 的場正美（2013）「授業分析の方法と課題」 的場正美・柴田好章 編（2013）『授業研究と授業の

















間は 2014 年 9 月〜2015 年 1 月であり、期末試験を含む全 16 回が開講された。その中で、
第 3 回を主対象とする。受講生は、大学 2 年生 19 名が登録されているが、第 3 回の出席


















 第 3 回の授業の流れは、最初に前回のワークシートの記述が紹介された後、資料として
学校教育法第 2 章「義務教育」第 21 条「教育の目標」を読み、「能力」と「態度」の違い
について意見発表やグループワークを行い、次に、資料を配付して高等学校学習指導要領




 第 1 に、分析対象とする授業記録は、記録する事実の選択や印象に関する主観性を可能
な限り排除するため、逐語記録及び学生の記述に限定し、整理する。具体的には、第 2 回
と第 3 回のワークシート記述、第 3 回の逐語記録を用いる。 
 第 2 に、「生きる力」に関する学生の認識について、2 人の学生の認識を検討する。この
2 人は授業中に「生きる力」に含まれる要素をめぐって議論をしており、2 人の認識の差異が
明確に表出したと考えられる。 






を対象とする。1 人は、学生 KW である。もう 1 人は、学生 NS である。なお、学生の名
前は仮名とし、授業記録中の表記も統一する。 
 まず、授業の前の学生たちの認識として、前時にあたる第 2 回の授業で最後に書いた記

























































学生 NS 361 ： なんか、生きる力、僕が考えていたのは、最低限の生きる要素。生
きるために必要な要素で。 













学生 NS 363 ： 学力がなかったら生きていけないのか。 
T 364 ： 簡単に割り切っていうと、NS くんが……。（周囲の声で聞こえづらい）
（79 分） 
学生 NS 365 ： 学力が……（周囲の声にかき消される）わけじゃないですけど、例
えば。 
T 366 ： 僕に言わんでもいいよ。KW くんに言って。 
学生 NS 367 ： 別に学力以前に、学力が、最高でも、職業柄で、例えば、大工の技
術者になる人だったら、別にそっちの知識があれば、生活、生きて
いけるし、学力なくても普通にできることあるんじゃないかな、と。 





T 369 ： さあ、どうぞ。反論があれば。 







T 371 ： じゃあ、次の時間は、これの続きでやるかもしれんから、書いてく
ださい。（82 分） 
学生 OH 372 ： それ全然ありです。それ全然ありです。 
学生 KT 373 ： 俺、それについて考えたい。 
学生 OH 374 ： だって、全然まだ話終わってないですもん。KW くんの。 
 















 これらの学生の認識は、先の授業記録においても確認できる。学生 NS370 において「そ




 学生 NS370 における学生 NS と学生 KW の言葉は、このような学生同士の認識の対立







































T 7 ： （略）・・・どうだ、この人に訊いてみたいことはなんかないか？UN
くん、なんかないか？その人の名前がないので、答えれんと思うけど。 
学生 UN 8 ： （首をかしげる） 
T 9 ： UN くんだったら、何をきいてみたい？ 
学生 UN 10 ： （頭を少しプリントに近づける） 




学生 UN 12 ： （うなずいて、少し笑顔を見せる） 
T 13 ： よしこれも代わりに言うよ。・・・（略） 
 
冒頭で前回の感想を紹介したのち、T7 で「この人に訊いてみたいことはなんかないか？」








T 13 ：（略）・・・これに質問はなんかないか？JK くん、訊いてみたいことな
いか？ 
学生 JK 14 ： あ、え…。 
T 15 ： え？ 
学生 JK 16 ： ちょっと…。 
T 17 ： 何？ 
学生 JK 18 ： （小声で）待ってください。 
T 19 ： ちょっと待って？ 
学生 JK 20 ： はい。 
（20 秒ほど間）（9 分） 
T 21 ： やっぱり突然でちょっと困るか？ 
学生 JK 22 ： はい。 

















いけどが。どうですか、学生 OH くん。 
学生 OH 24 ： はい。 
T 25 ： 総合は何をやってきた？ 
学生 OH 26 ： えー…。 
T 27 ： えー、か。 
学生 OH 28 ： （小声で）席替えとか。 
T 29 ： え？ 
学生 OH 30 ： （小声で）席替えとかです。 
T 31 ： 何？ 
学生 OH 32 ： 席替えとかです。（他の学生から笑がもれる） 
T 33 ： 席替え？ 
学生 OH 34 ： （笑顔でうなずく） 
T 35 ： 席替えの時間だった？ 
学生 JK 36 ： （学生 OH に向けて）席替えとかですか？ 
学生 OH 37 ： （笑顔で）席替え、席替え……。（他の学生はつぶやきや咳払いなど） 
















T 85 ： 態度と能力は、どう違うか。（板書：はどう違うか）これを考えてほし
い。態度を養う、能力を養う。よし、今からとっさに訊くぞ。NS く
ん。あなたはどう考える。 
学生 NS 86 ： 態度は、その事柄に取り組む姿勢（27 分）だったり。 
T 87 ： 姿勢。 
学生 NS 88 ： その子の目的意識だったり、取り組もうとする姿勢。（板書）能力は…。 
T 89 ： こっちは。 
学生 NS 90 ： その授業とか、その項目を……ことによって、例えば、その子に身に
つくもの。 
T 91 ： 身につくもの。（板書） 
 
 T85「今からとっさに訊くぞ」とあるように、この場面は学生に書かせずに教師が尋ね
た場面である。学生 NS86「態度は、その事柄に取り組む姿勢だったり」と、学生 NS は
発言した。学生 NS は、他の時間においても、よく発言する学生であるが、その後の展開













T 250 ： いいよ。今までのそれを読んでみて。読んでみて、ここへいく。は
い、どうぞ。 
（１分ほどグループ内で話したり笑ったりしてる）（67 分） 
学生 KW 251 ： 学力。 
T 252 ： 学力。 
 




























 第 2 に、学生の授業中の行為と思考を関連づけて分析することができる。それにより、
ペーパーテストやアンケートには表出しにくい学生の内的思考を多角的に推測することが
できる。 
 第 3 に、根拠となる授業記録を提示することで、異なる解釈に開かれている点である。
本研究で分析を行った視点とは異なる視点での分析可能性を持つ。 
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